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日本建築学会大会学術講演梗概集

(北海道) 2004年8月

身体弱者の旅行と公共空間のデザイン・ギャップに関する基礎的考察

高齢者
公共空間

身体障害者
バリアフリー

旅行
デザイン・ギャップ

1.研究の背景と呂的

近年、高齢社会・ノーマライゼーション社会の到来によっ

てバリアフリー概念は一般的に普及し、建築・都市の公共空

間においても、例えば、施設内の手すりやエレベーターの設

霞からパスや電車の車両改良に至るまで、様々なスケーノレで

そのデザインが精力的に取り組まれている。しかしながら、

それらの多くは、パスならパス車両自体というように、各々

の公共サーピスの目的に応じたデザイン対応に焦点が当てら

れているのが現状であり、絶えず連続的に公共空間を利用す

る日常生活を考えるとき、異なるサービス問のデザインのギ

ャップとその相互調整にはまだまだ多くの課題が残されてい

ると言えよう。

本研究では、このようなデザイン・ギャップの問題にその

活動が大きく左右されていると恩われる高齢者や身体障害者(以

下、身体弱者)の旅行を取り上げる。そして、現状の公共交

通環境の中で身体弱者のための旅行を実現している公函団体

の協力のもと、公共空間における身体弱者の移動状況とボラ

ンティアによるサポートの工夫ーなどの活動実態を詳細に把握

することを通じて、身体弱者の人々も健常者と同じように旅

行が楽しめる生活環境の実現を促す公共空間デザインについ

ての基礎的考祭を試みる。

2 認査方法

北海道での身体弱者の旅行を、企画団体の規模ごとにそれ

ぞれ取り上げる。主に「屋外介護支援Jと「ひまわり号を走

らせる札幌実行委員会」が主催する旅行を対象に実態調査を

行った。ツアー企画者に対し、旅行の目的・行程内容・工夫・

注意点・問題点などをヒアリングすると同時に、旅行に同行

して写真およびヒ、テ‘オでその状況を記録する観察調査を行った。

調査日・調査場所等を以下に挙げる(表 1)。

3 結果と分析

旅行中の場面を観察・調査したデータから行為とその周辺

の空間構成との関連を見つけ、移動に関する行為としてキー

・アクションを挙げ、整理分類した(表 2)。

キー・アクションをもとに行為と空間の設えとの関係を時

系列的に示した(表 3)。

表3より、特徴的と思われる場面を抽出していくと、場面

により異なる対応・工夫が見られた。
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4.考察

4-1 団体ボランティア旅行の事例

図1は札幌駅ホーム、図 2は札幌釈構内、図3は余市駅で

の移動経路とキー・アクションを示したものである。

図1は、列車から駅施設へと移行する紫ぎ自の場面である。

乗り降りする前から準備を始め、 「介助」を受けることでエ

スカレーターによる乗り降りが可能となった。

図2・場面①l士、 ドアを通過する場面である。手前の入り

口は利用せず奥のドアを利用しえ後、右に曲がってから列の

動きが「遅延」した。ここに「誘導Jする人がいることでス

ムーズな移動が可能となった。

図2:場面②は改札口付近で柵を開けてもらい通り抜ける

場面である。子IJの流れが完全に止まり、長い列が改札口の奥

まで続いていた。人の流れにより遮られ車橋子の列がJ定箇

所に「滞留」していた。この場合、 「誘導」する人がいても

「渋滞」が解消されていない。""

図3は余市駅の 3笛所の出入り口における場面である。人

の流れを分けることで札幌駅に比べ移動がスムーズになった。

札幌駅ではエレベーターを利用せずにエスカレーターを利

用していた。酋口から入ると迂回する必要があり列の渋滞が

大きくなると予想できるため、東口から入ったと考えられる。

エスカレーターは、障害者 1人では利用不可能な障害となる

が、介助渚が付くことで車精子利用者でも利用できる設えに

変化した。このことで健常者と同様のルートをとった列車の

旅が実現している。しかし、駅構内の混乱・混雑を最小限に

おさえるためにこの経路をとったものの長い渋滞が起こると

いう問題は解消できていない。

余市駅では到着駅にてホームに降りられないという閑難な

状況を「代替ルートj の対応により克服し、旅行を実現させ

ている。ホームが 1階にある場合と 2階にある場合の違い・

ホームの作り・人の流れ・規模など空間の設えが異なってい

るため、列車を利用するという閉じ目的であっても、起こっ

ている行為やその組み合わせに違いが現れた。

表 3:行為とその対象の関係
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図2 札幌駅構内(J月初日J:15-7:45，18:30-19:00)
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4-2，個人ボランティア旅行の事例

パスによるこの旅行では、ある施設に立ち寄る際、一般の

駐車場所に停めずJjIJの出入り円を利用している。出入り n付

近にバスを停めることで移動距離を最短にする対応がよく見

られた。頻繁に「代替ルートj を取っているため団体ボラン

ティア旅行で見られた長い渋滞は起こっていない。エスカレ

ーターが草整備されていない 1階・ 21¥皆間の移動が困難な場所

でも、手作りの仮設スロープを設置し、後ろからサポートし

てもらうことで上がることのできた階段があったが、それに

より、階段の周りは混雑し一般の人はスムーズに移動ができ

なくなっていた。

このように、健常者とは違う経路を取らざるを得ないが、

限られた入手で出来る限りの工夫をして旅行を尖現させてい

る。一方、利用不可能な空間を利用可能な空間へと変化させ

るγ一夫により新たな問題が生まれる場合もあることが分かる。

5.まとめと今後の課題

今回の調査では身体弱者の旅行場面における移動の実態と、

旅行を成寸ーさせるためになされている工夫を捉えることが主

な焦点となった。

身体弱者が健常者と間傑の経路で移動するためには、篠々

なて夫が必要となるのが現状である。車椅子利用者の移動に

際してエレベーター・スロープの設置がバリアフリー化の慕

本であると二号えられているが、車精子利用者が複数、又は1也
の利用者と共lこ移動する場合などをA考慮すると、単にエレベ

ーターを設置することで完壁なバリアフリー空間が成り立つ

わけではない。

また、このような旅行を実現させるためには、個人レベル

からボランティア・ NPO団体など支援組織レベルのサポート

のような充実したソフト面での対応が必要不可欠であるのが

現状である。ソフト面での工夫によって、身体弱者自身では

利用不可能であると恩われる空間を利用できるようにはなっ

ているが、様々なハード的な状況に対応できるには多くの労

)Jと準備が必要である。さらに、 I夫したことにより生じる

一般利用者の渋滞問題などを解消するための誘導なども必要

となってくる。

今回は、様々な身体的特性を持った身体障害者を 1つの団

体として捉えて分析を進めたが、場面を細かく観察すると空

間の設えや人の属性により移動時の行動に遣いが見られた。

今後はさらに場面を詳細に観察することで、空間の設えと行

為の関わりを見附していく。 bーロ
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図3 余市駅(J月20日9:30-10:00，16:00-16:30)
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